




























































































































































































































































































































































































































































































































































































譜（簡譜）で表すと「56 56 i6 i｜5i 65 32 3｜（ｿﾗ ｿﾗ ﾄﾗ ﾄ｜ｿﾄ ﾗｿ ﾐﾚ ﾐ｜）であり、
このメロディは農民でも熟知している喜びを表す音楽で、西洋バレエのような
言葉では表せないものを中国の伝統舞踊や音楽がその代わりとなったのであ
る。そのため、農民が舞踊を観て、音楽を聞く時、西洋芸術に親近感を持って、
「現代バレエ」を観賞することができたという中国独特のバレエ芸術が誕生し
たのである。江青は、毛沢東の「昔を現在の為に用う」と「西洋を中国の為に
用う」という芸術手法を使って、現代バレエを中国人に、特に農民にも受け入
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れてもらえるという新しい表現方法を模索し、芸術効果を獲得したのである。
　次に、現代バレエ『白毛女』と歌劇『白毛女』の結末について触れておこう。
　歌劇『白毛女』Ｉの写真は、髪の毛が黒に戻り、既婚の女性であることが分
かるように髪を上げ、解放された故郷で幸せに暮らしている喜児の形象である。
50年代当時、映画のラストシーンの写真Ｉ（歌劇）の映像が出た時、観衆は
満場の拍手をした。それは、観衆はハッピーエンドを望んでいたからである。
だが、農民が幸せな結婚生活を望んだ場合は普通、八路軍には入隊しない。と
ころが、「現代バレエ」Ｄの写真は、喜児は王大春から銃を受け取り、村の他
の若者と共に、王大春に従って八路軍に入隊し、村を離れて、人民の解放に命
を捧げ、革命を継続するシーンで終っている。
　上海舞踏学校には江青が「現代バレエ」を改編した記録が次のように残って
いる。
　　　1967年（白毛女）グループは北京から戻り、1968年末までの記録資料
から見られる『白毛女』の公演記録には1968年秋季広交会での公演のみ
残っているが、しかし、改編に関する記録は非常に多い。これはその期間
中、上海舞踊学校のバレエ科の主な仕事は江青の意図に基づく『白毛女』
に対する改編であった。……29）
29） 注15）に同じ。
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　ここで少し説明を補足すると、上海舞踏学校に保管される「現代バレエ」創
作に関する資料は、1967年から1968末の公演が、中国において最大の貿易商
談会「広州交易会」で行った資料だけが残っている。しかし、その間、江青の
指導で行った「現代バレエ」の改編の記録は多く残っている。江青の「現代バ
レエ」に対する改編回数の記録は、上海舞踏学校のバレエ公演の記録資料より
も多かったことが分かる。そのことは、当時、江青が行った改編の重要さが位
置づけられている。
おわりに
　江青の現代バレエ『白毛女』への改編意義を筆者なりに整理すると以下の三
点に列挙できよう。
　第一に、「昔を現在の為に用う」と「西洋を中国の為に用う」への実践であ
ること。
　西洋のバレエは、芸術性は優れているが、踊りと音楽だけで表現するため、
労働者、農民、兵士には理解し難く、彼らにとってはそれ程感動を引き起こさ
ない演劇である。例えば、1965年、上海舞踏学校は『白鳥の湖』を農村で公
演した時、不評だった。農民にクラシックバレエで表現する意味を理解するこ
とができなかったからである。しかし、1966年、バレエ『白毛女』を農村で
公演した時、何回も観たいという農民が現れたようである。そして、江青が行
った改編は、一作の模範劇（現代バレエ『白毛女』を含む）を誕生させるには
８年かかると言われたように、西洋芸術と中国の伝統芸術との結合で、「現代
バレエ」が「歌劇」と比較する時、革命的なリアリズムとロマンチシズムが展
開され、物語性、人物表現、バレエや音楽の水準を大幅に向上させたことが分
かる。
　第二に、演劇は労働者・農民・兵士のために創作しなければならないという
こと。
　上述した内容とも関連があるが、中国の演劇は「人民の戯曲」といわれ、こ
の人民は労働者、農民と兵士を指すのである。文化大革命期に、江青はバレエ
という西洋芸術を中国人、特に労働者・農民・兵士が理解できるような芸術創
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作を行い、プロの文芸関係者による公演は勿論のこと、中学生が組織した毛沢
東思想宣伝隊が農村に行って「現代バレエ」の「北風が吹く」（北風吹）や「赤
い元結」（扎紅頭繩）といったハイライトを演じ、農民のための上演活動を行
っていた。
　第三に、毛沢東の農民の地主階級への闘争精神を「現代バレエ」を用いて貫
いたこと。
　文化大革命期に中国人が毎日読まされる毛沢東語録「絶対に階級闘争を忘れ
てはならない」（千萬不要忘記階級斗爭）を現代バレエという芸術手法によっ
てそのイデオロギーを人々にたたきこませようとしていた。結果として、毛沢
東と異なる建国方針を持つ劉少奇一派が新しいブルジョア分子として階級闘争
の対象とされ、その理論的な根拠を演劇を通じて完成させたのであった。
参考文献
革命現代舞劇『白毛女』（1972.）（上海人民出版社編輯出版）
歌劇『白毛女』（1952.）延安魯芸工作団集団創作、賀敬之他、翻訳代表 坂井照子（未
来社）
賀敬之（1990.）『中国新文学大系』上海文藝出版社 （原載《白毛女》的創作與演出、
1946.3.31.於東山坡。『白毛女』、張家口新華書店1946年版）
恵雁氷（2010.）『様板戯研究』（中国社会科学出版社）
『江青同志講話選編』1966.2‒1968.9（1969.）（河北人民出版社）
『江青同志論文芸』江青＝政治・文学・芸術論集、1974.（松本文男訳）（旺史社）
高波（2010.）『様板戯』（中国革命史的意識形態和芸術論）（雲南人民出版社）
師永剛、張凡編著（2009.）『様板戯史記』（作家出版社）
珠珊（1987.）『江青秘伝』（星辰出版社）
趙聡（1969.）『中国大陸的戯劇改革』第４章（香港中文大学）
樋泉克夫（1995.）『京劇と中国人』（新潮社）
『文藝理論巻』第一巻（1984.）　延安文藝叢書編委會（湖南人民出版社）
毛沢東（1953.）『在延安文藝座談會上的講話』（人民出版社）
毛沢東（1952.）『新民主主義論』（人民出版社）
『毛沢東選集』第二巻（1968.）（外文出版社）
葉永烈（1995.）『江青伝』（作家出版社）
楊潔（2010.）『芭蕾舞劇 “白毛女” 創作史話』（上海音楽出版社）
135
江青と現代バレエ『白毛女』
李松（2012.）『編年史 “様板戯” 後篇』（秀威資訊科技股份有限公司）
参考論文
清水正夫「バレエ『白毛女』の創作」『アジア経済旬報』（802）、15‒23，1970.9.1．
関浩志「歌劇『白毛女』の版本ついての一考察──1962年改作脚本を中心に」『中国文化』
中国文化学会（60），35‒45，2002.
間ふさ子「1948年香港の『白毛女』公演」『南腔北調論集』813～836頁、東方書店，
2007.
参考映画作品
DVD歌劇『白毛女』（東北電影制片廠制作、1950年）
DVD革命現代舞劇『白毛女』上海舞踏学校『白毛女』劇組集体改編（上海電影制片廠
制作、1972年）
